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社会福祉法人聴力障害者情報文化センター 

理事長 中村 𠮷夫 

 

 

 

 

 

 聴力障害者情報文化センターの理事長を務めております中村でございます。研修

会の開会に当たり、主催者として一言ご挨拶を申し上げます。 

 研修会にご参加をいただきまして、誠にありがとうございます。新型コロナの影

響でここ 4年間は WEB会議の形式で開催させていただきました。今年は 2日目の実

践事例発表は、5年ぶりに対面で実施させていただきます。 

 ここ数年、共生社会の実現に向けた様々な取組みが行われ、聴覚障害者の日常生

活、社会生活上の環境が着実に改善していることを実感できます。しかしながら、

こころの健康や病気に悩んでおられる聴覚障害者の支援については、コミュニケー

ションの問題をはじめとして、依然として多くの課題が残されています。そうした

状況の改善に役立てるため、当センターでは 2011年から「聴覚障害者の精神保健

福祉を考える研修会」を開催してまいりました。今回で 14回目となります。 

 今回の研修会のテーマは、「発達障害」です。発達障害は、脳機能の障害によ

り、言葉の発達が遅い、対人関係をうまく築くことができない、特定分野の勉学が

極端に苦手、落ち着きがない、集団生活が苦手、というような傾向が現れる精神障

害の総称です。自閉症、学習障害、ADHDなどに分類されています。問題となる傾向

は幼少期、学童期から現れますが、見過ごされることもあり、社会人になってか

ら、不注意やミスが多いことが目立つようになり初めて診断が下されるケースも少

なくないそうです。2005年 4月から発達障害者支援法が施行されており、自立と社

会参加のために、医療、教育、福祉、就労などの取組みが総合的に推進されていま

す。 

理 事 長 挨 拶 
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今回の研修では、1日目は、聴覚障害者への支援に関心のある方を対象に、発達障

害の基本を学んでいただくため、厚生労働省の行政説明と研究者による 2つの講演

を用意いたしました。2日目は支援者を対象として、3つの事例発表を題材に支援

の現場での実践を学んでいただくことにしました。冒頭に申し上げましたように 2

日目は対面で実施しますので、活発なディスカッションを期待しています。 

 最後になりましたが、この研修会の開催に当たっては、これまで同様、多くの専

門家の先生方や関係団体の皆様に多大なご支援・ご協力をいただきました。また、

厚生労働省からは助成金をいただいています。関係者の皆様に厚くお礼を申し上げ

ます。 

この研修会が、ご参加いただいた皆様に有意義なものとなること、そして聴覚障

害者のこころを支える支援がさらに充実していくことを期待してご挨拶とさせてい

ただきます。 
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１日目 2024 年 8 月 17 日(土)   

 
 

 

時間 内容 

13時 00分 開会 

【 理事長挨拶 】 

13時 05分～ 

  13時 10分 
中村 𠮷夫  （社会福祉法人 聴力障害者情報文化センター 理事長） 

【 厚生労働省行政説明 】 

13時 10分～ 

  13時 30分 

西川 浩司氏 （厚生労働省 社会・援護局障害保健福祉部 

精神・障害保健課 相談支援専門官) 

休  憩(5分) 

座長 片倉和彦氏（社会福祉法人 双葉会 双葉会診療所 院長） 

【 講演１ 】 

13時 35分～ 

  14時 35分 

「自閉スペクトラム者の感覚体験」 
綾屋 紗月氏（東京大学 先端科学技術研究センター 特任准教授） 

休  憩(10分) 

【 講演２ 】 

14時 45分～ 

  15時 45分 

「発達障害を併せ有する児童への支援」 
大鹿 綾氏（東京学芸大学 特別支援科学講座 准教授） 

休  憩(15分) 

【 質疑応答 】 

16時 00分～ 

  16時 25分 
 

16時 30分 閉会 

 

  

プ ロ グ ラ ム 

総合司会 社会福祉法人聴力障害者情報文化センター 
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２日目 2024 年 8 月 18 日(日)   

 
 

 

時間 内容 

13時 00分 開会 

【 実践発表１ 】 

13時 05分～ 

  13時 35分 

「ともにはたらくよろこびを」 
守谷 由美子氏 (株式会社 エルアイ武田 事業推進室 人事・教育担当) 

休  憩(5分) 

【 実践発表２ 】 

13時 40分～ 

  14時 10分 

「就労支援機関、手話通訳者および本人との協働により雇用へ 

～どちらの障害専門機関からも受け入れられない人たち～」  
鍋山 由芙姫氏（一般社団法人 福岡 IPS 普及協会 

就労支援センターウィズダム） 

  山本 美代子氏（太宰府市役所 健康福祉部 福祉課 障がい福祉係） 

小出 イッサラ 麻月氏 

休  憩(5分) 

【 実践発表３ 】 

14時 15分～ 

  14時 45分 

「自己決定の重み  

～虐待案件で家族と離れてグループホームで暮らす 

ろう重複者の支援～」 
宮 由美氏（社会福祉法人 栃木県社会福祉協議会 

とちぎ視聴覚障害者情報センター） 

休  憩(15分) 

【 ディスカッション 】 

15時 00分～ 

  15時 55分 

コーディネーター 赤畑 淳氏（東京通信大学 人間福祉学部 教授） 

まとめ       倉知 延章氏（九州産業大学 名誉教授） 

16時 00分 閉会 

 

  

プ ロ グ ラ ム 

総合司会 社会福祉法人聴力障害者情報文化センター 
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 主催：社会福祉法人聴力障害者情報文化センター  主催：社会福祉法人聴力障害者情報文化センター 

 1日目 講演会 

 【厚生労働省行政説明】 
西
にし

川
かわ

 浩
こ う

司
じ

 氏   
厚生労働省 社会・援護局障害保健福祉部 
精神・障害保健課 相談支援専門官 
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◆ 経 歴 

 

自閉スペクトラム当事者。東京大学先端科学技術研究センター特任准教授。発達障害当

事者を中心とした当事者研究会「おとえもじて」主宰。長年「当事者研究」に取り組み、

その歴史・理念・方法について研究している。最近は国際的な自閉症者コミュニティとつ

ながり、自閉症者とアカデミアの共同研究のための課題についても検討している。主な著

作に、共著『発達障害当事者研究』（医学書院、2008年）、共著『つながりの作法』（NHK出

版、2010年）、編著『ソーシャル・マジョリティ研究』（金子書房、2018年）、『当事者研究

の誕生』（東京大学出版会、2023年）など。 

 

◆ 概 要 

 

● 自分のことも周囲のこともわからない

世界 

私は幼少期から発声に困難を抱えてお

り、声を出さずに済む手話に憧れていまし

た。成長するにつれ困難は増えていき、自

分の身体感覚や考えていることが周囲と共

有されず、自分のことも自分を取り囲む環

境のことも判然としないことに大きな不安

を感じながら、混沌とした世界を生きてき

ました。普通のフリをしながら日々、無理

を重ねた結果、高校生の頃には慢性的な体

調不良を抱えていました。大学時代によう

やく聴覚障害学生のコミュニティで手話を

獲得し、快適なコミュニケーション空間は

私の居場所となりました。しかし聴者なの

に手話通訳ができないことには引け目を感

じていました。 

31歳で自閉スペクトラム症の診断を得

て、自分は手話通訳をされる側だったのか

と納得がいきました。診断は私を発達障害

者のコミュニティへとつなげ、自分が少数

派の存在であることへの承認をもたらし、

これまで既存の社会から押しつけられてき

た、自身に適していないコミュニケーショ

ンルールやデザインから、距離を置くこと

ができるようになりました。以来、手話も

字幕も積極的に活用しています。 

 

自閉スペクトラム者の感覚体験 

綾
あや

屋
や

 紗
さ

月
つき

 氏   

東京大学先端科学技術研究センター 特任准教授 

 

 

 【講 演 １】 

1日目 講演会 
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● 自閉症概念を問い直す 

しかし、その後の日常生活の中で、「社会

的コミュニケーションの障害」という自閉

症概念は、すれ違いの原因を立場の強い者

が弱い者に一方的に押しつけることを可能

にする危険なものであることを痛感しま

す。そもそも「社会的コミュニケーショ

ン」は複数の人と人との「間」に生じる現

象であり、コミュニケーションにおけるす

れ違いや摩擦の原因を、誰か一人の「中」

にある特徴に帰属させることは、論理的に

問題があると言わざるを得ません。 

私は「障害の社会モデル」——障害を生み

出しているのは、少数派一人一人がもつ身

体的特徴に対する配慮がない多数派の社会

なので、社会環境としての建物・交通機

関・法律などを変革する必要があるとする

考え方——を踏まえ、自閉スペクトラム症の

診断基準を一度脇に置き、外側からは見え

にくい経験を内側から記述し、仲間と共に

自らの経験の規則性を探っていく「当事者

研究」に取り組みました。そして対人関係

より手前にある、周囲の多くの人々とは異

なる私の身体的特徴を正確に表す言葉や知

識を探り続け、2008年には独自の仮説を提

案しました。 

 

● 感覚体験を言語化する 

当事者研究の結果、まず私は、自分自身

の身体的特徴の仮説を、「身体内外からのさ

まざまな刺激情報を細かく、等価かつ大量

に次々に感受してしまうため、その大量の

身体感覚を絞り込み、ある 1つの身体の意

味としてカテゴリーにまとめあげるまでの

作業や、さらに具体的行動にまとめあげる

作業が、人よりゆっくりである」と言語化

しました。 

例えば私は「空腹感」を把握しづらいで

す。私の体は常に細かくて大量の身体の感

覚を私の意識に届け続けており、それらの

大量の情報の中から「空腹」に関する情報

だけを絞り込んで、意味としてまとめあ

げ、「食べる」という具体的行動にまで移す

ことが毎回とても難しいと感じています。 

視覚、聴覚、嗅覚、味覚、触覚、温痛

覚、圧覚などからの刺激情報も大量に感受

してしまうため、頭が埋め尽くされて疲弊

することが多いです。特に体調が悪い時は

耳目に飛び込む刺激が痛くて吐き気やめま

いが生じ、目を開けていられなくなりま

す。この状態を私は「感覚飽和」と呼んで

います。私には「識字障害（ディスレクシ

ア）」があり、日本語はぎりぎり読めてもア

ルファベットはチラチラと点滅するように

動いて見え、英語を読むことに多大な困難

がありますが、それもこの感覚飽和に該当

していると考えています。また飽和した感

覚は、整理されないまま次々に記憶にスト

ックされ頭の中を埋め尽くし、ときおり私

の意志とは関係なく、飽和した記憶が堰を

切ったように再生されるため、私は一人そ

の意味づけ作業にかかりきりになります。

こうした現象を私は「夢侵入」という言葉

で総称しています。 

音声については「発声」と「聞こえ」の

両方に関する身体的特徴にマイノリティ性

を感じています。すぐにかすれてガラガラ

声になったり、自らの意思とは無関係に呼

吸や声の高さ・大きさが不適切に変動した

りすること、また、大きい声で話すと、聞

こえてくる自分の声とこれから話そうとす

る思考が混ざり、エラーが生じて思考が消

えてしまうことから、私は音声で話すこと

に対して著しい抵抗を感じてきました。聞

こえに関しても、様々な音の情報が大量に



聴覚障害者の精神保健福祉を考える研修会 2024 

18 

 

聞こえてしまい、耳を傾けるべき 1つの音

に注意を絞り込めず、騒々しい場所では相

手の声が細かな粒となって空気中のたくさ

んの他の音の中に散ってしまって聞き取れ

ないと感じています。また、静かな教室で

あっても反響音を拾ってしまうため、授業

中は大浴場にいるかのように聞き取りづら

く、苦労しています。 

一連の当事者研究や共同研究を通じて、

こうした私の経験の多くを“「予測誤差」へ

の気づきやすさ”という特徴で説明できそ

うだと思うに至りました。予測誤差とは認

知科学などの分野で使われている概念で、

予測された感覚と現実の感覚のズレを意味

します。この概念は、私が抱える感覚のマ

イノリティ性だけでなく、「器用／不器用」

といった運動制御における他者とのズレ、

ジェンダーの捉え方における他者とのズ

レ、そしてフラッシュバックなどのエピソ

ード記憶処理や推論の困難などを、統一的

に解釈する際にも役に立つと考えていま

す。 

 

● 情報保障で社会を変える 

 発達障害とされる人々が多数派社会への

過剰適応を強いられることなく、等身大の

自分で過ごすためには、多数派社会が作り

あげたコミュニケーションルールやデザイ

ンを問い直す必要があります。そこで私

は、当事者研究で見えてきた自身の身体的

特徴や仲間の経験を踏まえ、自らが参加し

やすいコミュニケーション空間や物理的空

間、情報保障や支援のあり方へ向けて社会

を変えるための一例を提言してきました。 

例えば、私の識字障害に対しては、英文

フォント（字体）は Comic Sans を用い

る、背景は光沢のない薄茶色にするなど、

６つの条件に沿ったデザインを用いること

が文字のちらつきを抑える助けになること

を述べてきました。 

にぎやかな場所で聞き取りが困難なとき

は、「音声＋口形」「音声＋文字」「音声＋振

動」など、複数の感覚情報を同時に受け取

ることで、諦めていた音声が明瞭になり、

雑音下でも話者の音声を選択的に抽出しや

すくなります。このような方法を私は「同

期的マルチモーダルな情報提示」と呼んで

います。特に、手話をモデルにしたサイン

を音声言語と一緒に使用するイギリスの

「マカトン法」のように、日本語音声と日

本語対応手話の同時使用が役に立っていま

す。 

加えて多数派と少数派では身体的特徴や

経験が異なるので、意味や意図の推測にお

けるすれ違いが生じやすく、それらの確

認・共有も重要になります。会話や会議、

メールなどの表面的な言葉だけでは意図が

把握しづらい状況において、その場を共有

していた人たちと事後的に意味を推測し合

うプロセスを「意味づけ介助」と名づけ、

抽象的な文脈レベルと具体的な作業レベル

の双方において、こまめに確認し、活用し

ています。 
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◆ 経 歴 

 

東京学芸大学大学院連合学校教育学研究科修了。博士(教育学)。都内ろう学校講師や、

筑波技術大学障害者高等教育研究支援センター講師等を経て、現在、東京学芸大学総合教

育科学系特別支援科学講座准教授。主に、発達障害を併せ有する聴覚障害児の実態把握と

支援をテーマに、研究を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発達障害を併せ有する児童への支援 

 主催：社会福祉法人聴力障害者情報文化センター  主催：社会福祉法人聴力障害者情報文化センター 

 1日目 講演会 

 【講 演 ２】 

大鹿
おおしか

 綾
あや

 氏   

東京学芸大学特別支援科学講座 准教授 
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◆ 概 要 
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◆ 経 歴 

 

1993年 4月、武田薬品工業株式会社に入社し、研究員として 20年弱勤務する。プライベ

ートで知的障害者の就労に興味を持ち、2012年 5月、株式会社エルアイ武田へ出向、翌年

転籍となる。湘南グループにて知的障害者とともに清掃・洗濯業務に従事、メンバー育成な

ども行う。2018年 4月、事業推進室に異動となり人事担当として各グループ(障害として

は、知的・聴覚・精神・肢体不自由)のサポートや支援機関との連携などを行っている。 

 

 

  

ともにはたらくよろこびを 

守谷
も り や

 由美子
ゆ み こ

 氏   

株式会社 エルアイ武田 

事業推進室 人事・教育担当 

 ２日目 実践発表とディスカッション 

 【実践発表 １】 
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◆ 経 歴 

 

ジョブコーチ・精神保健福祉士 

大学卒業後に精神保健福祉士を取得。就労継続支援 B型事業所に 5年間勤務し、2023年

より就労支援センターウィズダムに勤務。 

 

 

 

 

 

 

◆ 経 歴 

 

手話通訳士 

コーダ（CODA）。福岡県太宰府市役所福祉課にて設置手話通訳者として勤務。 

 

 

 

 

 

  

就労支援機関、手話通訳者および本人との協働により雇用へ 

～どちらの障害専門機関からも受け入れられない人たち～ 

 ２日目 実践発表とディスカッション 

 【実践発表 ２】 

山本
やまもと

 美代子
み よ こ

 氏   

太宰府市役所 健康福祉部 福祉課 障がい福祉係 

鍋山
なべやま

 由芙姫
ゆ う き

 氏   

一般社団法人 福岡 IPS普及協会 就労支援センターウィズダム 

小出
こ い で

 イッサラ 麻月
あ つ き

 氏   
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◆ 経 歴 

 

手話通訳士・栃木県登録手話通訳者・栃木県登録パソコン要約筆記者 

平成 25年度から、社会福祉法人栃木県社会福祉協議会とちぎ視聴覚障害者情報センター

に常勤嘱託職員として勤務。平成 29年度からは一般社団法人栃木県聴覚障害者協会の出向

職員として勤務を続けている。主に手話通訳者、要約筆記者の派遣に関わる業務と、聴覚

障害者の相談支援事業等を担当している。 

 

 

  

自己決定の重み 
～虐待案件で家族と離れて 

グループホームで暮らすろう重複者の支援～ 

宮
みや

 由美
ゆ み

 氏   
社会福祉法人 栃木県社会福祉協議会 

とちぎ視聴覚障害者情報センター 

 

 

 

 

２日目 実践発表とディスカッション 

【実践発表 ３】 
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１．参加条件 

本研修会は、聴覚障害と精神障害を併せ持つ方への支援について興味・関心をお持ちの

方を対象とした、無料の講演会です。 

 

２．遵守事項 

参加される際には、以下の禁止事項を遵守してください。 

・研修の内容を録音・録画・撮影すること 

・研修会参加案内の URLを申し込んでいない人に情報提供すること 

・研修資料等の二次的使用 

・研修の進行を妨害する行為 

・講師や参加者、主催者への誹謗中傷行為 

 

３．受講環境の準備について 

・オンライン（Zoom）を使用して実施します。Zoomの使用は無料です。 

・パソコン、インターネット環境など、受講に必要な機材等はご自身でご用意ください。 

安定した環境で参加するためには、できるだけ有線 LANをご使用ください。 

・Zoomの公式サイト内の「サポート」に利用についての説明があります。 

・パソコンの OSと Zoomアプリは、当日までに最新版にアップデートしてください。 

・ご自身の環境を起因とする作動不良などは、ご自身の責任において対処をお願いします。 

 

４．研修内容の変更・中断等について 

何らかの原因でインターネット環境に不具合が生じ、オンラインによる研修の継続がで

きない事態が生じた場合は、中断・中止する場合があります。 

また、都合により事前にお知らせした内容に変更が生じる場合があります。 

 

５．参加方法 

① 研修会の１週間前頃に、ご登録いただいたアドレスに、招待メールをお送りします。 

当日は、メールに記載されている URLにアクセスし、入室して参加します。 

  ※ 申込時に登録したアドレスを変更された場合は、必ずご連絡をお願いします。 

  ※ 招待 URLは第三者に教えないでください。 

② 初めて Zoomに参加する場合は、Zoomアプリのダウンロードが始まります。 

③ Zoomが開いたら、申し込み時の名前とメールアドレスを入力し、研修会が始まるま

でそのままお待ちください。 

④ 「退出」をクリックすると終了できます。→  

1日目のオンライン研修におけるお願いと留意点 
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６．参加時の設定等について 

・事前にお届けした予稿集をお手元にご用意のうえ、ご参加ください。 

・参加される方の顔や名前が画面に出ることはありません。 

・パソコンからの音声が聞きにくい場合や、周囲に音が漏れてしまう場合は、イヤフォン

等をご使用ください。 

・Zoom機能のチャットは使用しないでください。→ 

・本研修会は聞こえない方が多く参加されるため、手話通訳と要約筆記をつけて行います。 

そのため、画面は、「発言者・手話通訳者・要約筆記・資料」を配信側で整え、表示しま

す。画面の操作はできません。 

 

７．質疑応答について 

 ・今年度は、講演 2終了後に質疑応答の時間を設けます（16時 00分～16時 25分）。 

 ・質問の受付時間は、13時 35分～15時 45分（講演 2の終了まで）です。 

 ・質問がある場合は、画面下にある「Q＆A」をクリックし、→ 

① お名前と属性（支援者・家族・当事者・学識者・医療関係者・教育関係者 等） 

② 質問したい講師の名前 

③ 質問内容（簡潔にご記入ください） 

上記の内容を入力後、「送信」をクリックしてください。 

   ※一度送信した質問は削除できませんので、ご注意ください。 

・時間に限りがあるため、全ての質問にお答えできない可能性があります。あらかじめご

了承ください。 

 

８．申込内容の変更・キャンセルについて 

お申込みいただいた内容に変更が生じた場合、キャンセルされる場合は、必ず事務局に

お知らせください。なお、当日のお問合せには一切応じることはできませんので、ご不明の

点などがございましたら、8月 16日(金)までに連絡をお願いいたします。 
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◆ 実行委員長 

倉知
く ら ち

 延章
のぶあき

 氏  

九州産業大学 名誉教授 

実 行 委 員 

◆ 実行委員 

片倉
かたくら

 和彦
かずひこ

 氏  

社会福祉法人 双葉会 

双葉会診療所 院長 

（1日目 座長） 

◆ 実行委員 

赤
あか

畑
はた

 淳
あつし

 氏  

東京通信大学 

人間福祉学部 教授 

（２日目 コーディネーター） 

◆ 実行委員 

稲
いな

 淳子
じゅんこ

 氏  

一般社団法人 

日本聴覚障害ソーシャル 

ワーカー協会 理事 

◆ 実行委員 

髙橋
たかはし

 秀
ひで

志
し

 氏  

社会福祉法人 友愛十字会 

東京聴覚障害者 

支援センター 参与 

◆ 実行委員 

森
もり

せい子
こ

 氏  

社会福祉法人 

東京聴覚障害者福祉事業協会 

東京手話通訳等派遣センター 

センター長 
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一般財団法人全日本ろうあ連盟 

一般社団法人全日本難聴者・中途失聴者団体連合会 

一般社団法人日本手話通訳士協会 

特定非営利活動法人全国聴覚障害者情報提供施設協議会 

社会福祉法人全国手話研修センター 

一般社団法人全国手話通訳問題研究会 

特定非営利活動法人全国要約筆記問題研究会 

全国難聴児を持つ親の会 

一般社団法人日本聴覚障害ソーシャルワーカー協会 

公益社団法人日本精神保健福祉士協会 

公益社団法人日本社会福祉士会 

公益社団法人東京聴覚障害者総合支援機構東京都聴覚障害者連盟 

特定非営利活動法人東京都中途失聴・難聴者協会 

特定非営利活動法人東京盲ろう者友の会  

社会福祉法人東京聴覚障害者福祉事業協会東京手話通訳等派遣センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

■法人サイト http://www.jyoubun-center.or.jp/  
 
本部管理部門 電話 03-6833-5001 (法人全般に関すること) 

広域支援部門 電話 03-6833-5002 (字幕制作・映像制作に関すること) 

公益支援部門 電話 03-6833-5003 (手話通訳士の認定試験・登録に関すること) 

地域支援部門 電話 03-6833-5004 (聴覚障害者情報提供施設 ビデオ/DVDの貸出・ 

                 施設の利用・相談・講習会に関すること) 
 

※ 本誌の内容を無断で複写・複製・転載することはできません。ご注意ください。

協 力 団 体 

社会福祉法人 聴力障害者情報文化センター 

 
〒153-0053 東京都目黒区五本木 1-8-3 

代表 電話 03-6833-5001  FAX 03-6833-5000 

E-mail     mental-kensyu@jyoubun-center.or.jp 

http://www.jyoubun-center.or.jp/


 


